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セダクティブ キャリア
　平成 23年3月11日に発生した東日本大震災、それに
続く原発事故から早いもので 5ヶ月が経ちました。震災
後の復興や原発事故の収束に向け、まだまだ取り組まな
ければいけない課題が山積している状況です。そのよう
な中、組織を滞りなく運営し、突発的に起こった困難な事
柄に対して迅速かつ適切に対処していくためにはどのよ
うな人材が求められているのか、といった話題を目にす
ることが多くなったように思います。
　昨年より診療部長を拝命し、病院運営に末端ながら関
わらせていただくようになったこともあり、「病院にはど
のような人材が求められているのだろう」と漠然とです
が考えるようになりました。そのような中、ある日
「セダクティブ キャリアのすすめ」という記事が目に
留まりました。
　記事の内容は、セダクティブとは元々「魅惑的な、誘惑
的な、人をひきつける」といった意味で、派生的な意訳
として｢一緒に仕事をしたくなる｣｢まわりに人が集まる｣
｢まわりを巻き込む力のある｣といったところまで広げら
れるかもしれない。仕事のプロフェッショナルであるこ
とは当たり前で、頼られ、任され、やりとげる。セダクティ
ブはそのもうひとつ向こう、人を惹きつけ、人を巻き込み、
人の可能性を信じ、人を育てる。「セダクティブ・パーソ
ン＝人が集まる＝ハブ・パーソン」とも考えられる。「ハブ」
というのは来たるべき「人と人とのつながりがプラット
フォームになる時代」のキーワードになるだろう。

そしてそのハブ・パーソンに必要なものがセダクティブ
である、といったものでした。現在医療現場においても、
病院内では多職種に渡るチーム医療の、病院外では医療
機関同士あるいは医療機関と地域社会間での連携の重要
性が広く語られるようになってきています。このように
「人と人」「病院と病院」「病院と地域」といった「つながり」
が大切とされる時代において、医療でもセダクティブは
重要なキーワードとなりうるのではないかと感銘を受け
ました。
　では、セダクティブたるためにはどうあればいいのか？
実際となるとなかなか難しいところですが、病院の理念
である「楽しい職場」に通ずるところがあるように感じ
ています。｢あの人はなんだか楽しそうに働いている。
なんだかよくわからないけど、あの人と一緒に働くと楽
しそうだ｣といったところにセダクティブ キャリアへの
第一歩があるのかもしれません。セダクティブな人が増
えればセダクティブな職場となり、セダクティブな職場
が増えれば病院全体が自然とセダクティブになっていく
のではないかと感じています。当院が「セダクティブ・
ホスピタル」となり、「ハブ・ホスピタル」として他の医
療機関や地域とのつながりを大切にすることにより、
地域医療への貢献に向け更なる可能性が開けてくると思
います。その実現に向け私自身も微力ながら努力してい
きたいと思っておりますので、引き続きご指導、ご支援
の程よろしくお願いいたします。　　　　　　　　  　  

診療部長  渡邉 隆之

盆踊り大会盆踊り大会盆踊り大会
毎年7月下旬、患者様、ご家族、地域の皆様とともに盛大に開催します。
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健康診断を
受けてみませんか？

● 8月13日(土)～16日(火)
お盆休みにつき外来診療を休診
させていただきます。

● 9月3日(土)
共和病院 地域医療フォーラムを
開催します。

● 9月25日(日)
大府市福祉･健康フェアに出展します。

● 10月15日(土)
第6回 文化祭｢てんてん祭り｣を開催します。
テーマは「共に」です。みなさまのご参加を
お待ちしています。

　当院では通常の診療に加えて、健康診断の推進にも取り組んでいます。健康
診断を通じて健康生活に貢献できるように、自覚症状のないままに進行してゆ
く疾病の早期発見、生活習慣への対応を積極的に進めています。
　当院の健診は、下記に紹介する人間ドック、企業健診、各種健診をはじめ、
様々な検査のメニューがあります。
　健診に関わる様々なことを検討する健診委員会は、医師、看護師、臨床検査
技師、診療放射線技師、管理栄養士、事務職員などの多職種からなるチームです。
　本年度は健診がより受けやすいようにと、健診項目・オプションの検討、健診
後の説明や対応の充実、料金の検討など、意欲的に取り組んでいます。
　特に健診では、メタボリック症候群の疑いのある方を対象に、管理栄養士に
よる栄養相談、理学療法士による運動量の相談を取り入れました。これらの試
みは、当院職員健診でメタボリック症候群と診断された職員に対しても一定の
成果を上げてきました。
　ご自身の健康状態を把握して早期に異常を発見し、適切な対応を図ることが
元気で充実した毎日を送る基本となります。まったく今まで健診を受けたこと
がない方、長期に中断してしまった方、是非この機会に健診を受けてみて下さい。
ご相談は総合案内、外来スタッフでお受けしております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 健診委員会 (内科医師 )  保原 怜子

当院で受けられる検診・検査

・人間ドック（半日）・人間ドック（半日）

・企業健診・企業健診

・各種健診（雇入時・特定など）・各種健診（雇入時・特定など）

・胃がん検診・胃がん検診

・大腸がん検診・大腸がん検診

・肺がん検診・肺がん検診

・前立腺がん検診・前立腺がん検診

・骨粗しょう症検診・骨粗しょう症検診

・動脈硬化検診・動脈硬化検診

・腹部超音波検診・腹部超音波検診

・心臓機能検査・心臓機能検査

・胃Ｘ線検査・胃Ｘ線検査

・胃内視鏡検査・胃内視鏡検査

・人間ドック（半日）

・企業健診

・各種健診（雇入時・特定など）

・胃がん検診

・大腸がん検診

・肺がん検診

・前立腺がん検診

・骨粗しょう症検診

・動脈硬化検診

・腹部超音波検診

・心臓機能検査

・胃Ｘ線検査

・胃内視鏡検査

※くわしくは健診担当にお問い合わせ下さい。くわしくは健診担当にお問い合わせ下さい。※くわしくは健診担当にお問い合わせ下さい。

わたしたちは、利用者の皆様が安全かつ
納得のいく医療を受けていただくことを
目指し、それぞれの尊厳を大切にして、
思いやりのある医療を提供します。さら
に、地域関係機関との密接な関係を保ち、
地域の医療水準の向上に努めます。

1.あなたは、個人的な背景の違いや
病気の性質などにかかわらず、必要な
医療を受けることができます。

2.あなたは、医療の内容、その危険性
および回復の可能性についてあなたが
理解できる言葉で説明を受け、それ
を十分納得して同意したのちに、
医療を受けることができます。ただし、
必要に応じて主治医の判断によって
ご家族、代理の方にお話をする場合
もあります。

3.あなたは、今受けている治療、処置、
検査、看護・介護、食事その他につい
てご自分の希望を申し出ることができ
ます。また、他の医療機関に転院した
い場合は、必要な情報を提供致します。

5.あなたの社会でよりよい生活が提供
されるよう、地域関係機関との連携を
図ります。

4.あなたの医療上の個人情報は保護
されます。

●患者様に安心と満足を提供する医療
●良質且つ効率的な医療の提供
●患者様へのサービスの充実

●毎日の出勤が楽しくなる職場
●職員のレベルアップと仕事の充実が
感じられる職場
●職員の満足が患者様へ反映される職場
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